
令和５年度 第３回 横山小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時  令和５年１０月１７日（火） 14時00分から15時50分まで 

２ 開 催 場 所  横山小学校 ３階ＣＳルーム 

３ 出 席 委 員  青山 敏郎、 溝口 玄、 内野 永士、 藤澤 徳次、 今場 嘉寿、              

長田 テツ子、 田中 綾、 太田 亜希子、 植田 渉 

４ 欠 席 委 員  な し 

５ オブザーバー  増田 健一（竜川ふれあいセンター所長）、 

藤澤 典広（龍山協働センター所長）、 

坂井 久司（龍山民生委員、児童委員協議会会長）、 

          森下 智子（竜川主任児童委員）、 藤原 二三美（龍山主任児童委員） 

６ 学校支援コーディネーター  市川 有佳 

７ 学 校  河内 浩（校長）、 川村 雄司（教頭）、 伊藤 卓也（ＣＳ担当） 

沖 みどり（ＣＳディレクター） 

８ 傍 聴 者  な し 

９ 会議録作成者   ＣＳディレクター 沖 みどり 

10 議長の選出 

司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、会長から藤澤委員を推挙する旨の

発言があり、全員異議なくこれを承認した。 

11 協 議 事 項   

（１）学校環境（運動場の除草）について 

（２）学校のきまり「横山小学校の約束」について 

12 会 議 記 録 

  司会の川村教頭から、委員総数９人のうち９人の出席があり、過半数に達しているため、会議

が成立している旨の報告があった。 

（１）学校環境（運動場の除草）について 

議長の指示により、教頭から、別紙資料に基づき学校環境（運動場の除草）についての説明が

あり、委員からは、以下の発言があった。 

・ 使用薬剤として「ラウンドアップマックスロード」を考えているようだが、安全性はどうか。

（植田委員） 

・ 市教委の方から、市販されている物は大丈夫であるとの指導はいただいている。（教頭） 

・ 薬剤使用の専門業者に見てもらってから、計画をたてた方がよいと思う。（今場委員） 

・ 運営協議会で話し合う内容であるか疑問である。学校の責任において検討、決定する事では

ないだろうか。（青山会長） 



・ 市販され使用が認められている除草剤であるが、使用することについて、地域の方の受け取

り方、感じ方をお尋ねしたかったため、協議会の内容とした。（校長） 

・ 除草剤の散布は、周辺の地域でも頻繁に行われている事であって、少量を部分部分で使用し

ていけば問題はないと思う。（溝口副会長） 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

（２）学校のきまり「横山小学校の約束」について 

議長の指示により、教務から、別紙資料に基づき学校のきまり「横山小学校の約束」について

の説明があり、委員からは、以下の発言があった。 

・ 放課後の過ごし方の「宿題は、家に帰ってから取り組む。」は、なぜか。（溝口副会長） 

・ バスで帰宅する子が多く、待ち時間に宿題をやってしまう。家に帰宅後は、遊ぶ友だちも近

くにいないため、学校にいる間は運動場等で元気に遊ぶことを目的としている。（教務） 

・ 生活にかかわることの「職員室は、荷物をろうかに置いて、」とあるが、荷物を持って入れ

ないのか。（青山会長） 

・ 職員室は特別な場所であり、気持ちの切り替えとして表記している。（校長） 

・ 子供たちの先生方に対する言葉遣いが気になる時があるが、それについては記載がないよう

だ。（植田委員） 

・ 子供のきまり事ではあるが、教師としての指導の指針であると思う。細かく決めずに、大ま

かでよいのではないか。横山小学校においては、他の学校と比べれば十分な内容であると思

う。（青山会長） 

・ 文章内に、「心を込めたあいさつ」「気持ちよいあいさつ」とあるが、どちらも鍵カッコくら

いでよいのではないか。（溝口副会長） 

・ 先生から子供たちへの約束があってもよいのではないか。子供たちに対して一方的のように

感じる。先生が子供たちと約束を共有することで、より深い信頼関係を築いていけるのでは

ないか。（藤澤オブザーバー） 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

 その他報告事項等 

  司会から、11月18日（土）に行う開校150周年記念たつっ子発表会と12月10日（日）の資

源回収についての案内があった。また、教育委員会より依頼があった実態把握調査における回答

のお願いと、調査用紙の回収を行う旨の話があった。 

  次回会議については、令和６年２月６日（火）午後２時からＣＳルームで開催する旨の報告が

あった。 


